










































はじめに 

少産少死の今日,次世代を担う新しい生命を健やかに育てるために産科医療従事者に課せ

られた責務は極めて重い。 

歴史的に出産形態を振り返ってみると,第二世界大戦後大きく変化した。昭和 25年頃まで

は9割以上が助産所を主とする出産であったものが昭和35年頃には医療施設における出産

と助産所を主とする出産とが相半ばして,以後順次出産は助産所から医療施設へ移行,現在

では 98%以上が医療施設での出産となっている。施設分娩の増加に伴い,助産婦業務もまた

地域での自営から,医療施設への就業という形に移行し,妊産婦管理は産科医を中心に助産

婦等が医療施設で行う現在の体制となっていった。また近年は,医療テクノロジーの進歩や

高度化,医療に対する社会的要請の多様化にともない産科医療環境もより複雑化している。

このような歴史の中で理想的な産科診療のあり方を求めて,医師,助産婦などは数々の試み

を模索してきている。本研究は,妊産婦管理に果たす医師および助産婦等の役割につき実状

の分析を行い,問題点を明らかにし,将来の理想的な妊産婦管理の在り方を求めるために資

することを目的とした。 


